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Ⅰ. 待ったなしの薬剤耐性対策と抗菌薬適正使用支援チームの始動について 

Ⅱ. 新任医師紹介について 

Ⅲ. 医師の人事異動のお知らせについて 

Ⅳ. 今後のイベント開催予定について 

 

 
            理念：最新の知識と技術に基づき、良質で信頼される医療を実践します。 

近年、世界的な多剤耐性菌の蔓延が問題となっています。AMR とは、Anti-Microbial Resistance（薬剤耐性）の略

であり、何も対策を取らないと 2050 年には AMR に起因する死亡者数が 1,000 万人に達するとの推計も出され、

世界規模での AMR 対策が喫緊の課題となっています。これに対して、2015 年 5 月の世界保健機関（WHO）総会

において Global Action Plan が採択されました。また、日本でも 2016 年 4 月に薬剤耐性（AMR）対策アクションプラ

ン 2016-2020が取りまとめられました。この中で、薬剤耐性の発生を遅らせ、拡大を防ぐために、2016年からの 5

年間で取り組んでいくこととして、6 つの分野（表 1）が挙げられました。その一つが「抗微生物剤の適正使用」で、こ

れに対して中心的な役割を果たしていくのが抗菌薬適正使用支援チーム（Antimicrobial Stewardship Team：AST）

です。 

 

抗菌薬適正使用支援チーム（AST）は、感染症専門の医師や薬剤師、臨床検査技師、看護師等で構成され、

個々の患者に対して主治医が抗菌薬を使用する際、最大限の治療効果を導くと同時に、有害事象をできるだけ最

小限にとどめ、いち早く感染症治療が完了できる（最適化する）ように支援を行う事を目的としています。これらの業

務については、平成 30 年度の診療報酬改定において新設された抗菌薬適正使用支援加算においても、その算定

要件に盛り込まれています（表２：裏面）。 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　分　野

1 普及啓発・教育

2 動向調査・監視

3 感染予防・管理

4 抗微生物剤の適正使用

5 研究開発・創薬

6 国際協力

表１　薬剤耐性（ＡＭＲ）対策の６分野

抗菌薬適正使用支援チーム（ＡＳＴ）部会長・薬剤部長 松田 俊之 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを受けて当院では、本年３月に AST を立ち上げ４月より業務を開始しました。これまでも感染対策チーム

（Infection Control Team：ICT）の薬剤師が、毎日一部抗菌薬の適正使用状況を把握・評価し、必要に応じて主治

医に初期投与設計から最適薬剤の処方提案を含めてフィードバックしていました。AST 業務の開始に伴い、その対

象を抗真菌薬も含む全抗微生物剤に広げて適正使用に係る支援を始めました。これにより、有効で安全かつ耐性

菌の発生を未然に防止する結果となるように努めています。さらにそれらの提案に関して最終的な転帰も含めて、定

期的に開催される ICT・AST 部会や院内感染対策委員会に報告し、有効かつ効率的な方法を模索しながら、 

より良いアウトカムが得られるよう常に評価を継続しています。 

 

最後に、AMR 対策アクションプランは、医療分野はもちろんのこと、畜産・漁業や環境分野など幅広く包括的なも

のとなっています。その大きな特徴として、様々な分野をまたいで対策を進めていく『ワンヘルス・アプローチ』を打ち

出しています。まさに地域が連携して取り組んでいく必要があります。これらの取り組みはまだ始まったばかりですが、

これからも当院では関係各位皆様のご協力を得ながら薬剤耐性（AMR）対策に積極的に取り組んでいきたいと思い

ます。どうぞ、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院内に抗菌薬適正使用支援のチームを設置し、感染症治療の早期モニタリングとフィードバック、微生物検査・臨床

検査の利用の適正化、抗菌薬適正使用に係る評価、抗菌薬適正使用の育成・啓発等を行うことによる 

抗菌薬の適正な使用の推進を行っていること。 

表２ 抗菌薬適正使用支援加算の算定要件（ＡＳＴ関連） 

医師の人事異動のお知らせ （退職２名）  平成 30 年 9 月 30 日付 

松　本 順太郎 福岡大学病院

進　藤 崇　史 北海道大学病院

脳神経外科

脳神経外科

診　療　科 氏　　名 　 転出先医療機関

新任医師紹介  平成 30 年 10 月 1 日付 
 脳神経外科

 河野　洋之 コウノ　ヒロユキ

得意分野 脳神経外科

出身地 長野県佐久市

 今後のイベント開催予定 

乳がん検診サンデー 

（日曜日のマンモグラフィー検診の実施）

日時：平成30年11月11日（日）8：30～12：00

場所：当院 外科外来

対象：一般市民30名　要予約※放射線技師女性が対応いたします。

お問い合わせ先：　釧路労災病院　医事課外来係

　　　　　　　　　　　 ☎22-7191（内線：2107）

 副院長　外科

 高橋　弘昌 タカハシ　ヒロマサ

得意分野 乳癌の外科・薬物治療と甲状腺・

副甲状腺疾患の外科治療を専門としています。

出身地 北海道　札幌市


